
大学ポートレート（仮称）準備委員会（第２回）議事次第

１．日 時 平成２４年３月８日（木）１０：００～１２：００

場 所 学術総合センタービル１１階 １１１２会議室

２．議題

（１）大学ポートレート（仮称）構築に向けた検討課題について

（２）その他

３．配付資料

資料 １ 大学ポートレート（仮称）構築に向けた検討課題について

資料 ２ 大学ポートレート（仮称）の運営体制等（案）

資料 ３ 今後のスケジュール（案）

参考 大学を支援する独立行政法人の見直しについて（文部科学省作成資料）



資料１

大学ポートレート（仮称）構築に向けた検討課題について

１．収集する情報やその収集方法について

○ 学校教育法施行規則で定められた教育情報（公表が義務化されている事項）の取扱

いについて、どのように考えるか。

○ 大学の作業負担を軽減する観点から、学校基本調査等の統計調査などの際に、各大

学で作成される基礎的な情報等を活用することについて、どのように考えるか。

○ 基礎的な情報だけでなく、各大学の特色や強みを表す情報として、どのようなもの

が考えられるのか。

○ 官公庁やマスコミ、出版社などにより収集・公表されている情報、特に、重複する

項目の取扱いについて、どのように考えるか。

２．情報の共有・公表の仕組みについて

○ 一般には公表しないが、大学間で共有し分析を促進することにより、各大学の教育

の質の向上に役立てることが考えられるのではないか。

○ 「大学ポートレート（仮称）」の表示方法をどのようにするか。画一的なランキン

グとは異なる、各大学の特色や強みを具体的に表現する表示方法にはどのようなもの

が考えられるのか。

○ 国際的な情報発信について、どう考えるか。希望する大学に対しては、日本語によ

る発信だけでなく、英語による発信が可能となるような仕組みが必要ではないか。

３．運営体制について

○ 「大学ポートレート（仮称）」の基本的な運営の枠組みについて、どう考えるか。「大

学ポートレート（仮称）センター」を、大学評価・学位授与機構の附置機関として整

備し、運営は、機構から独立して意思決定を行う「運営委員会」の方針に基づくこと

とする体制が考えられるのではないか。

○ 高等学校関係者や産業界の意見を取り入れる方法について、どのように考えるか。

４．構築スケジュールについて

○ 高等教育の改革の進捗状況をスピード感を持って示していくためには、可能なこと

から速やかに取組みを進めていくことが必要。まずは学校基本調査のために各大学が

作成したデータから、スピード感を持って公表を進めるべきではないか。

○ システムの構築に当たって、トライアル期間を設けることが必要ではないか。



５．名称について

〇 新たな教育情報の活用・公表のための共通的な仕組みを表すものとして、どのよう

な名称が適当か。現在の「大学ポートレート」という仮称について、どのように考え

るか。



○ 「大学ポートレート（仮称）」の運営方針は、設置形態ごとの大学団体、評価団体、日本私立学校振興・共済事業団
等関係する事業を行う団体、有識者からなる「運営委員会」が決定。 

○運営委員会が決定した方針に基づく執行業務は、「大学教育の質保証のための新法人※」に附置する「大学ポート
レート（仮称）センター」が担う。  

  ※大学評価・学位授与機構と大学入試センターを統合し、廃止される国立大学財務・経営センターの業務を承継 

○私立大学については、日本私立学校振興・共済事業団で実施している情報収集と連携することにより、各大学の追
加負担を回避する。 
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 資料２ 大学ポートレート（仮称）の運営体制等（案） 
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＜参考＞運営の流れ（イメージ） 



平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

・本格稼働  政府調達手続き 
H24.6～12 

準備委員会及びワーキング・グループにおける 
・収集項目の検討 
・表示方法の検討 

運用経費の 
概算要求 

8月 

システム開発スケジュール 

開発設計書等の策定 
    H24.2～6 

統計調査で作成する基礎的なデータの公表 

・基本設計、 
詳細設計 
H24.12～H25.5
（約5カ月） 

・プログラミング 
H25.5～H26.1 
（約8カ月） 

・試行 
H25.12～
H26.3 
（約4か月） 

各大学における
作動状況の確

認等 

H24年度
データの
収集・整
理作業 
H25.1～3 

収集したデータは、 

大学ポートレートシス
テムに移行し蓄積。 

国際的な情報発信の先行的な取組 H24.8～ 
データの収集・
整理作業 

大学評価・学位授与機構ホームページ等で公表 
 平成23年度データ H24.8～ 
 平成24年度データ H25.3～ 

H23年度
データの 
収集・整
理作業 
H24.6～8 

大学ポートレート（仮称）構想のスケジュール（案） 



 資料３   

 

今後のスケジュール（案） 

 

 

 

・大学ポートレート（仮称）準備委員会ワーキンググループ（第１回） 

  ※日程調整の上、３月中旬以降に開催予定 

 

 

・大学ポートレート（仮称）準備委員会（第３回） 

  ※日程調整の上、４月以降に開催予定 
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